
研究コース４（導入チーム）

おおわわりりにに 結結論論とと展展望望

我々の周りでは，目の前にある業務が常に忙しい，暇がない，いつも同じような作業を同じ担

当者に任せるというチームもあれば，担当者任せにしないで，全員が助け合っているチームもあ

る．しかしながら現状は，そのようなチームの状況が客観的に把握できず，改善がうまくできて

いない．そして今回，ほとんど議論されたことがないレジリエンスとアジャイル・プラクティス

を使って見える化することで，元気で楽しく柔軟性のあるチーム作りができないかを考え，進め

てきた．アンケートは自己評価 主観 に基づくものであり，サンプル数もわずか 件ではあった

が，アジャイル・プラクティスとレジリエンスの全般的な相関係数は比較的高い値を得て，関係

性に傾向をみつけることができた 図 ．この活動の意義は，アジャイルには「レジリエンスを

改善することができる」ことへの「はじめの一歩」程度にはなったのではないか，と考える．

今今後後のの発発展展のの可可能能性性 チチーームムののレレジジリリエエンンスス能能力力改改善善のの進進めめ方方

本論文ではチームのレジリエンスを向上させるために，その具体的な方法を確立させるための

前準備として，レジリエンス能力とアジャイル・プラクティスの関係性を検証した．将来，チー

ムのレジリエンス能力を改善する方法が確立した場合の提案を付録 に記載した．これはアンケ

ートの結果から，平均点が低いチームと高いチームを比較し大きな違いがあったレジリエンスに

対し，低いチームの改善につなげられないかと考えたアプローチ手法である．また，レジリエン

スの高いチームが共通して実施しているアジャイル・プラクティスを取り出しその効果を付録

に追加した．レジリエンス改善へのヒントになればと考える．今後，多くの方々に今回の方法で

検証を実施し，プラクティス導入前後のレジリエンス改善データを集めることができれば，レジ

リエンス能力の低いチームを短期間で改善ができると考える．今後も継続してデータを集め，レ

ジリエンス能力改善の仕組みを明らかにし，元気で楽しく柔軟性のあるチームを少しでも増せる

ようにしていきたい．
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プ

ラ
ク

テ
ィス

の
肝

 一
覧

日
本

語
名

「要
約

」
「効

果
」

予
測

監
視

対
処

学
習

技
術

ス
キ

ル
非

技
術

ス
キ

ル
態

度
心

身
の

健
康

イテ
レー

シ
ョン

プ
ロジ

ェク
トで

起
こる

変
化
（
プ
ロジ

ェク
トを

開
始

す
る前

の
期
待
や
想
定
との

ギ
ャッ
プ
）
が
大
き
く予

想
で
きな

い
時
に
は
，
一
定
期
間
を何

度
も繰

り
返
して

開
発
を進

め
る．

その
結
果
，
チ
ー
ム
は
プ

ロダ
クト
開
発
に
必
要
な
知
識
を
学
び
な
が
ら，

変
化
に
適
応
して

い
くこ
とが

で
きる

．

チ
ー
ム
は
プ
ロダ

クト
や
プロ

ジ
ェク
トに

つ
い
て
獲
得
した

知
識
や
反

省
点
を次

の
イテ

レー
シ
ョン
に
活
か
して

改
善
す
るこ

とが
で
きる

．
その

結
果
，
プロ

ダク
トが

ス
テ
ー
クホ

ル
ダー

の
期
待
に
近
づ
く．

イ
テ
レー

シ
ョン
に
よ
る開

発
は
，
開
発
の
リス
クが

影
響
す
る範

囲
を
1

イテ
レー

シ
ョン
に
納
め
るこ

とが
で
きる

．
それ

は
，
イテ

レー
シ
ョン

毎
に
計
画
ミー

テ
ィン
グ
や
イテ

レ
ー
シ
ョン
の
成
果
に
対
す
るレ

ビュ
ー

を行
うた

め
で
あ
る.

・リ
ス
クに

対
しメ

ン
バ
ー
と繰

り返
し理

解
を深

め
，
対

応
して

進
め
る．

・チ
ー
ム
は
プ
ロダ

クト
や
プ
ロジ

ェク
トに

つ
い
て
獲
得
し

た
知
識
や
反
省
点
を
，
次
の
イテ

レ
ー
シ
ョン
に
活
か
し

て
改
善
す
るこ

とが
で
きる

．
これ

を
繰
り返

す
こと
に
よ

り，
計
画
の
精
度
が
向
上
し将

来
の
リス
クに

備
え
る

よう
に
な
るこ

とが
で
きる

．
自
己
組
織
化

チ
ー
ム

チ
ー
ム
メン

バ
ー
が
指
示
され

て
動
くの
で
は
な
く，

各
人
の
判
断
で
動
け
る
よう
に
す
る
．
その

結
果
，

透
明
性
の
高
い
強
い
組
織
に
な
る
．

自
ら判

断
しな

が
ら自

律
的
に
チ
ー
ム
で
仕
事
が
で
きる

よ
うに

な
る．

PM
の
管
理
をす

るた
め
の
工
数
が
減
り，

常
に
最
新
の
状
況

が
可
視
化
され

透
明
性
が
増
す
．

・チ
ー
ム
メン

バ
ー
が
指
示
され

て
動
くの
で
は
な
く，

自
分
の
判
断

で
動
くこ
とが

出
来
る

・メ
ンバ

は
，
メン

バ
が
行
な
って

い
る

仕
事
の
目
的
や
重
要
性
を理

解
し

て
い
る

・で
きた

時
は
喜
び
あ
え
る

迅
速
な
フィ
ー
ド

バ
ック

ア
ウト

プ
ット
が
適
切
か
どう
か
わ
か
りに

くい
時
は
，

迅
速
な
フィ
ー
ドバ

ック
を心

掛
け
る．

その
結
果
，

現
状
把
握
と軌

道
修
正
が
しや

す
くな
る．

プロ
ダク

トオ
ー
ナ
ー
や
顧
客
な
ど情

報
を
知
りた

い
人
が
安
心
す
るこ

とが
で
きる

．
日
次
ミー

テ
ィン
グ
を1
日
に
3回

行
うな

ど回
数
を増

や
す
こと
に
よ
っ

て
，
状
況
の
把
握
に
役
立
つ
よ
うに

な
った

．

・メ
ンバ

の
行
動
や
成
果
物
に
対
し

相
互
に
フィ
ー
ドバ

ック
を適

切
に
実

施
して

い
る

・問
題
が
見
つ
か
って

も
す
ぐに

フィ
ー

ドバ
ック
し安

心
出
来
る．

集
団
に
よる

オ
ー
ナ
ー
シ
ップ

特
定
の
人
しか

知
らな

い
こと
が
な
い
よ
うに

，
ソー

ス
コー

ドや
業
務
に
関
す
る知

識
を
共
同
所
有
す

る
．
その

結
果
，
変
化
や
問
題
に
強
い
チ
ー
ム
に
な

る
．

ペ
アプ

ログ
ラミ
ング

や
ソー

ス
コー

ドレ
ビュ
ー
を通

じて
知
識
が
共
同

所
有
され

る
よう
に
な
り，

さら
に
は
チ
ー
ム
の
知
恵
が
蓄
積
され

る．
属
人
性
が
排
除
され

，
トラ
ブ
ル
や
変
化
に
強
い
チ
ー
ム
に
な

る．

・特
定
の
人
しか

知
らな

い
こと
が
無
い

よ
うに

業
務
の
知
識
を
共
有
す
ると
他

の
人
で
も実

施
す
るこ

とが
で
き，

強
い
チ
ー
ム
に
な
る

・ワ
ンチ

ー
ム
　困

った
こと
が
あ
っ

て
も
，
全
員
で
知
恵
を出

し合
い
，
対
応
す
る
こと
で
早
期
に
解

決
す
る．

・メ
ンバ

は
，
他
の
メン

バ
が
行
な
っ

て
い
る
仕
事
の
目
的
や
重
要
性
を

理
解
して

い
る

・困
った

こと
が
あ
って

も
，
咎
め
る
こ

とは
無
い
．
全
員
で
知
恵
を出

し合
い
，
対
応
す
る
の
で
安
心
し取

り組
む
こと
が
で
きる

.
アジ

ャイ
ル
コー

チ
も
しチ

ー
ム
が
初
め
て
アジ

ャイ
ル
型
開
発
に
挑
戦
し

よ
うと
して

い
るな

ら，
アジ

ャイ
ル
コー

チ
に
導
入
を

手
伝
って

もら
うべ

き
で
あ
る．

その
結
果
，
より
確

実
に
チ
ー
ム
が
アジ

ャイ
ル
へ
の
変
化
を体

験
で
き

る
．

チ
ー
ム
が
アジ

ャイ
ル
の
プ
ラク
テ
ィス
を最

短
で
学
ぶ
こと
が
で
きる

．
プラ

クテ
ィス
だ
け
で
な
く背

景
に
あ
る考

え
方
を
学
ぶ
こと
が
で
きる

．
チ
ー
ム
が
短
期
間
で
自
立
で
きる

よう
に
な
る．

・有
識
者
や
経
験
者
に
，
直
接

指
導
を
受
け
るこ

とで
，
プラ

ク
テ
ィス
の
教
科
書
的
な
手
法
だ

け
で
な
く，

背
景
に
あ
る
考
え
方

を
学
習
・理

解
す
る
こと
が
で
き

る．
柔
軟
な
プロ

セ
ス

現
時
点
で
の
プロ

セ
ス
が
最
善
とは

限
らな

い
．
そ

の
た
め
，
自
らプ

ロセ
ス
を改

善
して

い
く．

組
織
が
有
す
る問

題
解
決
に
適
した

納
得
の
高
い
プ
ロセ

ス
に
成
長

して
くる
．

・誰
か
が
決
め
た
や
り方

で
は
な
く，

現
場
の
問
題
が
解
決
で
き
る様

に
プ
ロ

セ
ス
を
改
善
して

い
く

・状
況
や
目
的
に
応
じて

適
切

な
プロ

セ
ス
を検

討
・実

行
で
き

る．
ふ
りか

え
り

最
初
か
ら開

発
プ
ロジ

ェク
トに

最
適
な
手
法
が
わ

か
らな

い
の
で
あ
れ
ば
，
イテ

レー
シ
ョン
毎
に
ふ
りか

え
り，

学
ん
だ
こと
を共

有
して

より
最
適
な
や
り方

を
編
み
出
す
．
その

結
果
チ
ー
ム
の
現
状
に
最
適

な
開
発
プロ

セ
ス
を作

りあ
げ
て
い
くこ
とが

で
き
る．

イテ
レ
ー
シ
ョン
毎
に
チ
ー
ム
の
開
発
プロ

セ
ス
や
規
律
を
改
善
で
き

る．
早
期
の
比
較
的
小
さい

失
敗
か
ら学

ぶ
こと
が
で
き
，
大
き
な

失
敗
をし

に
くく
な
る．

チ
ー
ム
で
学
習
す
る結

果
，
個
々
の
メン

バ
ー
の
成
長
が
早
くな
る．

・開
発
途
中
で
生
じた

事
柄
を

チ
ー
ム
で
共
有
し，

特
に
良
い

事
に
つ
い
て
は
，
他
の
メン

バ
も

実
践
す
るよ

うに
して

い
る

ペ
アプ

ログ
ラミ

ング
チ
ー
ム
の
中
で
知
識
や
コー

ドの
共
有
が
で
きて

い
な

い
場
合
は
，
ペ
アを

組
ん
で
作
業
を
す
る
．
その

結
果
，
開
発
チ
ー
ム
の
中
で
業
務
知
識
や
コー

ドに
つ

い
て
の
知
識
が
共
有
で
き，

品
質
や
作
業
効
率
も

向
上
で
きる

．

作
業
の
結
果
に
つ
い
て
の
質
が
高
まり
や
す
い
．
難
しい

問
題
が
早

く解
決
しや

す
くな
る．

作
業
や
コー

ドの
内
容
に
つ
い
て
の
理
解
が

チ
ー
ム
に
広
まる

．
規
律
を守

りや
す
くな
る．

開
発
が
楽
しく
な

る．

・開
発
チ
ー
ム
の
中
で
業
務
知
識
や

コー
ドに

つ
い
て
の
知
識
が
共
有
で

き
，
理
解
が
チ
ー
ム
に
広
ま
るこ

とで
大
き
な
問
題
が
発
生
して

も早
く対

応
で
きる

・開
発
チ
ー
ム
の
中
で
業
務
知

識
や
コー

ドに
つ
い
て
の
知
識
を

効
率
よ
く共

有
・学

習
す
る
こと

が
で
きる

．

・専
門
知
識
が
も
つ
メン

バ
ー
の
ス
キ
ル

を短
期
間
で
メン

バ
ー
に
展
開
で
き

る． ・複
数
人
で
共
に
作
業
を行

うこ
と

で
，
個
々
の
知
らな

い
こと
を教

え
あ

い
，
業
務
知
識
を効

率
よく
共
有
す

るこ
とが

で
きる

．

人
材
の
ロー

テ
ー
シ
ョン

属
人
化
して

い
るな

らば
様
々
な
役
割
が
経
験
で
き

る
よう
に
す
る．

その
結
果
，
変
化
や
イン

シ
デ
ント

に
強
い
組
織
に
な
る．

ファ
シ
リテ
ー
タや

ス
クラ
ム
マス

ター
な
どの

役
割
に
つ
い
て
も，

ロー
テ
ー
シ
ョン
す
るこ

とに
よっ
て
，
その

役
割
に
つ
い
て
の
共
通
理
解
が

広
が
る
．
属
人
性
が
減
少
し，

変
化
や
イン

シ
デ
ント

に
対
す
る耐

性
が
強
い
組
織
に
な
る
．
共
通
理
解
が
広
が
ると
，
ふ
りか

え
りや

レビ
ュー

な
どで

，
より
成
熟
した

解
決
策
を選

択
し，

実
施
す
るこ

とが
で
きる

．

・プ
ロジ

ェク
ト計

画
時
に
特
定
の
人
しか

で
き
な
い
業

務
が
あ
れ
ば
，
他
の
人
で
も対

応
で
き
る様

に
計
画
を

作
成
す
る．

・チ
ー
ム
メン

バ
ー
が
多
様
な
業
務
技
術
や
役
割
を
学

ぶ
こと
で
属
人
性
が
減
少
し，

変
化
や
イン

シ
デ
ント

に
対
して

の
予
見
能
力
が
強
い
組
織
に
な
る．

・開
発
チ
ー
ム
の
中
で
専
門
技
術
や

役
割
が
共
有
で
き
て
い
るの

で
，
大
き

な
問
題
が
発
生
して

も早
く対

応
で
き

る

・業
務
技
術
や
役
割
を学

ぶ
こと

が
で
き
，
知
識
の
共
通
理
解
が

広
が
る．

・属
人
化
しな

い
様
に
，
メン

バ
ー
が

持
つ
技
術
ス
キ
ル
をド

キ
ュメ
ント

化
し

た
り，

学
習
や
教
育
で
きる

様
に
積

極
的
に
す
す
め
る
．

・業
務
内
容
や
役
割
に
応
じた

技
術

ス
キ
ル
を学

ぶ
こと
が
で
き，

知
識
の

共
通
理
解
が
広
が
る
．

イテ
レー

シ
ョン

計
画
ミー

テ
ィン

グ

イテ
レー

シ
ョン
を
始
め
る際

に
，
イテ

レー
シ
ョン
で

達
成
す
べ
きゴ

ー
ル
と，

それ
を
実
現
す
る作

業
を

洗
い
出
そう
．
その

結
果
，
チ
ー
ム
が
開
発
を
進
め

る
た
め
に
必
要
か
つ
具
体
的
な
計
画
を立

て
るこ

と
が
で
きる

．

イテ
レ
ー
シ
ョン
で
達
成
で
き
るユ

ー
ザ
ー
ス
トー

リー
と，

それ
を
完
了

す
るた

め
に
必
要
な
タス

クと
作
業
時
間
を見

積
も
るこ

とが
で
き

る．
チ
ー
ム
で
作
業
を洗

い
出
す
た
め
，
その

イテ
レー

シ
ョン
で
何
を

しな
け
ば
い
け
な
い
か
を全

員
が
共
有
で
き
る．

・問
題
が
発
生
して

も，
イテ

レー
シ
ョン
は
短
い
の

で
，
その

期
間
内
で
で
きる

現
実
的
で
具
体
的
な
計

画
を
無
理
な
く着

実
に
立
案
す
るこ

とが
で
き
る．

・イ
テ
レ
ー
シ
ョン
期
間
内
で
の
具
体
的
な
作
業
内
容

をチ
ー
ム
全
員
で
検
討
す
るこ

とで
，
先
の
リス
ク含

む
高
精
度
の
計
画
を
立
て
るこ

とが
で
き
る．

プラ
ンニ

ング
ポ
ー
カー

開
発
規
模
の
見
積
り精

度
が
個
人
の
ス
キ
ル
に
依

存
す
る，

非
作
業
者
が
見
積
って

い
る
場
合
は
，

チ
ー
ム
全
員
で
素
早
く見

積
もっ
て
い
こう
．
その

結
果
，
全
員
の
知
識
や
経
験
を活

か
した

見
積
り結

果
を得

るこ
とが

で
きる

．

チ
ー
ム
の
持
って

い
る知

識
や
経
験
をい

か
した

，
確
度
の
高
い
見

積
りが

で
き
る．

見
積
り根

拠
を互

い
に
述
べ
合
うこ
とで

，
開
発

対
象
や
見
積
りに

対
す
る
理
解
が
深
まる

．
ゲ
ー
ム
感
覚
で
活
発

な
対
話
を引

き出
し，

チ
ー
ム
の
相
互
理
解
を深

め
る．

・チ
ー
ム
全
員
の
知
識
や
経
験
を生

か
した

見
積
もり
を

素
早
く作

成
で
き
る．

・見
積
り作

業
を
全
員
で
行
うこ
とで

，
メン

バ
ー
の
知

識
や
経
験
を
活
か
した

確
度
の
高
い
見
積
り結

果
を

得
るこ

とが
で
きる

．

ス
プリ
ント

レ
ビュ
ー

イテ
レー

シ
ョン
の
終
わ
りに

完
了
した

もの
を関

係
者
に
デ
モを

す
る．

その
結
果
，
チ
ー
ム
は
次
の
イテ

レ
ー
シ
ョン
で
何
をす

る
べ
きか

フィ
ー
ドバ

ック
を得

る
．

イテ
レ
ー
シ
ョン
の
成
果
をス

テ
ー
クホ

ル
ダー

全
員
で
共
有
す
るこ

と
が
で
き
る．

レビ
ュー

の
結
果
を元

に
必
要
に
応
じて

プ
ロダ

クト
バ
ッ

クロ
グ
を
変
更
し，

次
の
イテ

レ
ー
シ
ョン
で
や
る
べ
き
こと
を検

討
す

るこ
とが

で
きる

．

・チ
ー
ム
の
成
果
物
をス

テ
ー
ク

ホ
ル
ダー

全
員
で
共
有
し，

良
い
結
果
を次

の
イテ

レー
シ
ョン

へ
反
映
す
る．

－1－



日
本
語
名

「要
約
」

「効
果
」

予
測

監
視

対
処

学
習

技
術
ス
キ
ル

非
技
術
ス
キ
ル

態
度

心
身
の
健
康

ベ
ロシ

テ
ィ計

測
今

後
の

チ
ー

ム
の

作
業

量
を予

測
した

い
な

らば
，

チ
ー

ム
の

イテ
レー

シ
ョン

あ
た

りの
開

発
量

を計
測

し
続

け
る．

その
結

果
，

あ
る期

間
ま

で
の

開
発

量
の

予
測

や
，

現
在

の
開

発
規

模
に

つ
い

て
の

着
地

予
測

を
見

積
もる

こと
が

で
きる

．

チ
ー

ム
の

ベ
ロシ

テ
ィを

元
に

リリ
ー

ス
計

画
を立

て
る

こと
が

で
きる

．
状

況
に

応
じた

リリ
ー

ス
計

画
を立

て
続

け
るこ

とが
で

き
る．

・過
去

の
開

発
速

度
か

ら，
問

題
が

発
生

して
も現

実
的

な
計

画
を精

度
高

く作
成

で
き

る．
・チ

ー
ム

の
ベ

ロシ
テ

ィ値
が

存
在

す
るこ

とで
それ

を
根

拠
とし

て
，

開
発

量
の

予
測

や
現

在
の

開
発

規
模

に
つ

い
て

の
着

地
予

測
を

見
積

もる
こと

が
で

き
る．

リリ
ー

ス
計

画
ミー

テ
ィン

グ
い

つ
どの

機
能

をリ
リー

ス
す

るか
に

つ
い

て
の

計
画

を
立

て
るミ

ー
テ

ィン
グ

を開
く．

その
結

果
，

チ
ー

ム
と

プロ
ダク

トの
関

係
者

が
共

通
の

目
標

を持
つ

こと
が

で
き

る．

リリ
ー

ス
計

画
に

よっ
て

い
つ

どの
機

能
を

提
供

す
る

か
とい

う，
日

付
入

りの
目

標
を持

つ
こと

が
で

きる
．

利
用

価
値

の
高

い
機

能
を優

先
して

リリ
ー

ス
す

るこ
とに

よっ
て

，
早

期
に

投
資

の
回

収
が

行
え

る．
プロ

ダク
トの

リリ
ー

ス
計

画
を踏

まえ
た

組
織

の
戦

略
を立

て
る

こと
が

で
き

る．

・問
題

が
発

生
して

も，
顧

客
や

開
発

メン
バ

ー
とリ

ス
クを

含
め

て
話

し合
い

，
共

通
の

ゴ
ー

ル
に

向
け

計
画

を作
成

して
い

る．
・チ

ー
ム

とプ
ロダ

クト
の

関
係

者
が

共
通

の
目

標
を

持
つ

こと
が

で
きる

た
め

，
最

終
的

な
ゴ

ー
ル

に
向

け
て

の
適

切
な

作
業

内
容

を検
討

す
るこ

とが
で

き
る．

日
次

ミー
テ

ィン
グ

毎
日

，
時

間
を決

め
て

短
い

時
間

で
関

係
者

が
顔

を合
わ

せ
る．

その
結

果
，

チ
ー

ム
全

体
が

日
々

の
必

要
な

情
報

を共
有

で
きる

よう
に

な
る．

情
報

共
有

の
漏

れ
を

防
ぎ

，
問

題
の

把
握

と対
処

を適
切

な
タイ

ミン
グ

で
行

うこ
とが

で
きる

．
朝

の
日

次
ミー

テ
ィン

グ
は

チ
ー

ム
の

1
日

の
リズ

ム
を

整
え

る
時

間
とな

る．

・急
に

リス
クが

発
覚

して
も，

問
題

が
大

き
くな

る前
に

す
ぐに

メン
バ

ー
全

員
と共

有
・理

解
した

上
で

，
適

切
に

対
応

で
きる

．
・日

単
位

で
チ

ー
ム

全
員

が
状

況
を

共
有

・理
解

す
る

こと
に

より
，

リス
ク発

生
な

どの
確

認
を

密
に

行
うこ

と
が

で
きる

．

・深
刻

な
問

題
を

招
く恐

れ
の

あ
る状

況
が

見
落

とさ
れ

る
こと

な
く，

問
題

とし
て

認
識

で
き

る
・深

刻
な

問
題

が
発

生
しな

い
様

に
，

現
在

の
状

況
を

全
員

で
共

有
し対

応
が

遅
れ

な
い

様
に

して
る

か
ん

ば
ん

プロ
ジ

ェク
トを

取
り巻

く状
況

が
不

安
定

で
計

画
を

頻
繁

に
変

更
せ

ざ
る

を得
な

い
場

合
に

は
，

同
時

に
開

発
す

る機
能

の
数

を制
限

して
流

量
コン

ト
ロー

ル
す

る．
その

結
果

，
機

能
を流

れ
る

よう
に

提
供

す
るこ

とが
で

き変
化

に
対

応
しや

す
い

．

あ
らか

じめ
計

画
を

立
て

な
くて

も
効

率
的

に
開

発
を

進
め

るこ
とで

き
る自

然
に

障
害

を
取

り除
くよ

うに
な

り作
業

の
流

れ
を

最
適

化
しや

す
い

．
作

業
の

流
れ

を
最

適
化

しよ
うと

す
るこ

とで
協

働
作

業
が

促
進

され
る

．

・メ
ンバ

の
負

荷
状

況
や

プ
ロジ

ェク
トの

進
捗

状
況

が
見

え
る化

で
き

て
お

り，
異

常
な

状
態

で
あ

ると
判

断
す

るメ
トリ

クス
を

設
定

して
い

る
・作

業
流

れ
を

見
え

る化
し担

当
者

しか
わ

か
らな

い
異

常
な

状
況

を
作

らな
い

様
に

す
る

・作
業

流
れ

を
見

え
る

化
し異

常
な

状
況

が
発

生
す

る
前

に
メ

ンバ
ー

間
で

情
報

共
有

を進
め

，
調

整
し合

うこ
とが

で
きる

タス
クボ

ー
ド

（
タス

クカ
ー

ド）

チ
ー

ム
の

タス
ク状

況
を可

視
化

す
るた

め
に

，
タス

クカ
ー

ドを
用

意
し，

状
態

を管
理

す
る

タス
クボ

ー
ドに

は
りつ

け
る．

その
結

果
，

だ
れ

が
どの

タス
クを

担
当

して
い

るか
，

どこ
か

に
異

常
が

起
きて

い
な

い
か

な
どを

チ
ー

ム
全

員
が

把
握

で
き

るよ
うに

な
る．

タス
クの

見
え

る化
に

よっ
て

，
チ

ー
ム

メン
バ

ー
の

異
常

を検
知

で
き

るよ
うに

な
る

．
その

結
果

，
チ

ー
ム

で
相

互
協

力
しや

す
い

．
タス

クの
実

施
漏

れ
を

防
ぐこ

とが
で

きる
．

チ
ー

ム
の

状
況

が
表

現
され

て
い

るた
め

，
それ

を
見

な
が

ら日
次

ミー
テ

ィン
グ

を実
施

しや
す

い

・メ
ンバ

の
負

荷
状

況
や

プ
ロジ

ェク
トの

進
捗

状
況

が
見

え
る化

で
き

て
お

り，
異

常
な

状
態

で
あ

ると
判

断
す

るメ
トリ

クス
を

設
定

して
い

る
・担

当
者

の
作

業
を

タス
クに

して
見

え
る

化
し異

常
な

状
況

を
作

らな
い

様
に

す
る

ス
プリ

ント
バ

ッ
クロ

グ
イテ

レー
シ

ョン
で

何
を

す
るべ

きか
，

ス
プリ

ント
バ

ッ
クロ

グ
に

リス
トア

ップ
す

る
．

イテ
レー

シ
ョン

の
残

タ
ス

クを
追

跡
す

るこ
とに

よっ
て

，
進

捗
を

把
握

す
る

こと
が

で
きる

．

チ
ー

ム
が

，
イテ

レー
シ

ョン
で

何
を開

発
す

る
べ

き
か

，
タス

クと
して

何
が

必
要

か
を明

確
に

理
解

で
きる

よう
に

な
る．

タス
クの

残
作

業
時

間
を計

測
す

るた
め

，
イテ

レー
シ

ョン
の

進
捗

を管
理

す
るこ

とが
で

きる
．

・メ
ンバ

の
負

荷
状

況
や

プ
ロジ

ェク
トの

進
捗

状
況

が
見

え
る化

で
き

て
お

り，
異

常
な

状
態

で
あ

ると
判

断
す

るメ
トリ

クス
を

設
定

して
い

る
・チ

ー
ム

の
作

業
を

見
え

る化
しリ

ス
クを

考
慮

し異
常

な
状

況
を

作
らな

い
様

に
す

る

イン
セ

プシ
ョン

デ
ッキ

プロ
ダク

トの
目

的
や

方
向

性
が

曖
昧

の
ま

ま開
発

を進
め

て
い

る
場

合
は

，
プロ

ダク
トの

目
的

や
方

向
性

を
明

らか
に

した
10

の
質

問
に

回
答

しチ
ー

ム
で

共
有

す
る．

その
結

果
，

チ
ー

ム
は

プロ
ダク

トの
目

的
，

ビジ
ョン

，
方

向
性

を
理

解
して

開
発

が
進

め
や

す
くな

る．

プロ
ジ

ェク
トの

目
的

や
背

景
に

つ
い

て
の

方
向

性
が

ス
テ

ー
クホ

ル
ダー

の
間

で
合

致
し，

チ
ー

ム
が

状
況

に
応

じた
適

切
な

判
断

を下
せ

るよ
うに

な
る

．
ス

テ
ー

クホ
ル

ダー
に

プ
ロジ

ェク
トに

つ
い

て
の

情
報

を提
供

す
るこ

とに
な

り，
ス

テ
ー

クホ
ル

ダー
が

プロ
ジ

ェク
トを

続
け

るか
どう

か
の

判
断

を下
せ

る
よう

に
な

る

・メ
ンバ

は
，

他
の

メン
バ

が
行

な
っ

て
い

る
仕

事
の

目
的

や
重

要
性

を
理

解
して

い
る

・メ
ンバ

ー
全

員
が

プロ
ジ

ェク
トの

目
的

や
重

要
性

を理
解

しや
りが

い
を

持
って

業
務

をす
す

め
るこ

とが
で

き
る

プロ
ダク

トバ
ッ

クロ
グ

（
優

先
順

位
付

け
）

プロ
ダク

トと
して

何
を作

るべ
きか

をプ
ロダ

クト
バ

ッ
クロ

グ
で

管
理

し，
その

優
先

順
位

をチ
ー

ム
との

会
話

を
踏

まえ
，

プ
ロダ

クト
オ

ー
ナ

ー
に

判
断

して
もら

う．
その

結
果

，
チ

ー
ム

は
何

か
ら開

発
を

行
え

ば
よ

い
か

明
確

に
な

る
．

開
発

チ
ー

ム
が

，
何

をど
こか

ら開
発

す
る

べ
き

か
明

確
に

理
解

で
き

るよ
うに

な
る．

プロ
ダク

トに
とっ

て
何

が
重

要
な

の
か

が
順

序
づ

け
され

理
解

しや
す

い
．

変
化

が
発

生
して

も
，

ス
プリ

ント
ご

とに
再

度
プロ

ダク
トバ

ック
ログ

を見
直

し適
応

出
来

るよ
うに

す
る

・最
悪

な
場

合
で

も，
成

功
で

き
る様

に
リス

クの
高

い
タス

クを
優

先
して

対
応

し異
常

な
状

況
を

作
らな

い
様

に
計

画
す

る．
・プ

ロジ
ェク

トに
とっ

て
の

優
先

順
位

が
共

有
され

る
こ

とで
，

先
の

工
程

まで
効

率
的

に
作

業
を

進
め

るこ
と

が
で

きる
．

・最
悪

な
場

合
が

発
生

して
も，

成
功

で
き

る様
に

優
先

順
位

，
プ

ロセ
ス

，
計

画
を

見
直

し異
常

な
状

況
を

作
らな

い

・新
規

技
術

ス
キ

ル
の

習
得

や
調

査
も

優
先

度
の

あ
る

作
業

とし
て

，
計

画
に

含
め

るこ
とが

で
き

る．

自
動

化
され

た
回

帰
テ

ス
ト

シ
ス

テ
ム

を修
正

す
る

度
に

回
帰

テ
ス

トを
手

動
で

実
施

しな
け

れ
ば

い
け

な
い

な
ら，

回
帰

テ
ス

トを
自

動
化

す
るこ

と．
その

結
果

，
回

帰
テ

ス
トに

か
か

る工
数

が
大

幅
に

削
減

で
き，

何
度

も実
施

で
きる

よう
に

な
る．

回
帰

テ
ス

トの
実

施
時

間
を

大
幅

短
縮

で
き

る．
既

存
の

機
能

の
不

具
合

を早
期

発
見

で
きる

．
・メ

ンバ
は

有
意

義
な

作
業

の
み

を
実

施
し，

退
屈

で
繰

り返
し実

施
す

る
作

業
を極

力
減

らす
努

力
を

行
って

い
る．

リフ
ァク

タリ
ング

コー
ドが

わ
か

りに
くい

，
複

雑
で

あ
る，

汚
い

と感
じた

ら，
コー

ドの
振

る
舞

い
は

変
え

ず
に

内
部

の
設

計
を

改
善

す
る．

その
結

果
，

コー
ドの

見
通

し
が

よく
な

り，
将

来
的

な
設

計
へ

の
リス

クを
軽

減
す

るこ
とが

で
きる

．

アー
キ

テ
クチ

ャも
含

め
，

より
設

計
改

善
を行

うこ
とが

で
き

る．
メン

テ
ナ

ンス
しや

す
い

コー
ドを

維
持

す
るこ

とが
で

きる
．

リフ
ァク

タリ
ング

は
実

施
して

い
るが

，
内

部
構

造
の

改
善

に
つ

な
が

って
い

るか
どう

か
は

定
か

で
は

な
い

場
合

もあ
る．

・定
期

的
な

リフ
ァク

タリ
ング

を実
施

し
て

ソー
ス

コー
ドの

メン
テ

ナ
ンス

性
を

維
持

す
る

こと
で

，
技

術
的

負
債

が
低

減
す

るこ
とが

で
きる

．

継
続

的
イン

テ
グ

レー
シ

ョン
イン

テ
グ

レー
シ

ョン
（

シ
ス

テ
ム

の
ビル

ド，
テ

ス
ト

の
実

行
）

を自
動

化
し，

継
続

的
に

行
うこ

とに
よっ

て
，

コー
ドだ

け
で

な
く動

作
環

境
を含

め
た

確
認

を行
うこ

とが
で

きる
．

継
続

的
イン

テ
グ

レー
シ

ョン
を

行
うこ

とで
，

継
続

的
に

「出
荷

で
き

る状
態

」に
で

き
る．

新
しく

追
加

され
た

コー
ドが

問
題

既
存

の
バ

グ
 を

引
き

起
こし

て
い

て
も，

早
期

に
検

知
で

きる
．

問
題

に
早

期
に

対
処

す
るこ

とで
継

続
的

に
出

荷
可

能
な

状
態

を
保

つ
こと

が
で

きる
．

動
作

環
境

も含
め

，
継

続
的

イン
テ

レー
シ

ョン
で

きる
た

め
，

自
動

テ
ス

トや
アジ

ャイ
ル

型
開

発
の

基
盤

の
一

つ
とな

る．

・継
続

的
イン

テ
グ

レー
シ

ョン
を導

入
す

る
こと

に
より

，
特

定
の

領
域

(シ
ス

テ
ム

ビル
ドな

ど)
に

お
い

て
個

々
の

技
術

ス
キ

ル
に

依
存

しな
い

品
質

を担
保

す
るこ

とが
で

きる
．

・継
続

的
イン

テ
グ

レー
シ

ョン
を導

入
す

る
こと

で
，

リリ
ー

ス
等

の
心

身
に

高
い

ス
トレ

ス
が

か
か

る作
業

を軽
減

す
る

努
力

を行
って

い
る

－2－



日
本
語
名

「要
約
」

「効
果
」

予
測

監
視

対
処

学
習

技
術
ス
キ
ル

非
技
術
ス
キ
ル

態
度

心
身
の
健
康

コー
デ

ィン
グ

規
約

チ
ー

ム
で

の
開

発
を始

め
る

時
，

メン
バ

ー
で

合
意

形
成

を
しな

が
らコ

ー
デ

ィン
グ

規
約

を
決

め
る．

そ
の

結
果

，
チ

ー
ム

の
合

意
形

成
の

練
習

に
な

り，
コー

ドの
統

一
性

が
増

して
可

読
性

が
高

ま
る．

ツー
ル

で
コー

デ
ィン

グ
規

約
を強

制
す

るこ
とで

，
統

一
的

な
プロ

ダ
クト

コー
ドに

な
る．

ソー
ス

コー
ドの

可
読

性
が

高
まる

．
チ

ー
ム

内
の

合
意

形
成

と，
コミ

ット
メン

トに
従

わ
な

い
メン

バ
ー

に
対

す
る許

容
に

つ
い

て
の

練
習

に
な

る．

・ソ
ー

ス
コー

ドの
可

読
性

を
高

め
るこ

とで
，

コー
ド上

で
行

わ
れ

て
い

る処
理

に
対

し認
識

をメ
ンバ

ー
間

で
共

有
で

きる
．

紙
・手

書
き

ツー
ル

チ
ー

ム
の

中
で

何
か

を議
論

した
り，

共
有

した
りす

る場
合

に
は

，
付

箋
や

ホ
ワ

イト
ボ

ー
ドを

充
分

に
活

用
しよ

う．

チ
ー

ム
は

，
現

在
の

状
況

を
い

つ
で

も見
るこ

とが
で

きる
．

様
々

な
変

更
や

修
正

を素
早

く他
の

人
に

伝
え

説
明

で
き，

誤
解

や
行

き
違

い
の

発
生

を防
ぐ．

付
箋

を使
わ

な
い

場
合

は
，

管
理

ツー
ル

上
の

情
報

と現
状

との
差

異
が

発
生

して
い

た
が

，
付

箋
を使

うこ
とに

よっ
て

，
最

新
の

状
況

が
表

現
で

きる
．

紙
・手

書
きツ

ー
ル

は
柔

軟
で

あ
る

た
め

，
現

場
の

創
意

工
夫

を
活

か
しや

す
い

．
た

だ
し，

分
散

拠
点

で
利

用
しよ

うと
す

る
の

は
難

しい
．

・議
論

の
際

，
手

軽
に

意
見

や
情

報
をア

ウト
プッ

トで
きる

ツー
ル

を用
い

る
こと

で
，

認
識

の
共

有
を

容
易

に
行

う
こと

が
で

きる
．

・議
論

の
際

，
手

軽
に

意
見

や
情

報
をア

ウト
プッ

トで
きる

ツー
ル

を用
い

る
こと

で
，

相
手

に
伝

わ
りや

す
くす

る

オ
ンサ

イト
顧

客
ム

ダな
ソフ

トウ
ェア

機
能

が
作

られ
て

しま
うこ

とを
防

ぐた
め

，
開

発
者

と顧
客

が
常

に
会

話
が

で
きる

環
境

で
仕

事
をし

よう
．

その
結

果
，

顧
客

と開
発

者
の

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

量
が

増
え

て
，

顧
客

が
望

む
ソフ

トウ
ェア

が
作

られ
や

す
くな

る．

顧
客

は
開

発
して

い
る

ソフ
トウ

ェア
を

い
つ

で
も見

るこ
とが

で
きる

．
ビジ

ネ
ス

上
の

変
更

を素
早

く開
発

者
に

伝
え

説
明

で
き

，
開

発
者

との
誤

解
や

行
き違

い
の

発
生

を防
ぐ．

開
発

者
は

疑
問

点
を相

談
し，

仕
様

上
の

意
志

決
定

を顧
客

に
素

早
く依

頼
で

きる
．

作
った

もの
の

フィ
ー

ドバ
ック

を
得

られ
や

す
く

な
り，

ム
ダな

機
能

が
作

り込
まれ

る
こと

を
防

ぐ．
同

じ場
所

で
働

くこ
とで

，
開

発
者

と顧
客

の
間

に
信

頼
関

係
が

生
まれ

，
小

さな
相

談
も気

軽
に

で
きる

よう
に

な
る．

・絶
え

ず
顧

客
と相

談
す

る
こと

で
無

駄
な

機
能

を作
らな

い
よう

に
して

い
る

プロ
ダク

トオ
ー

ナ
ー

要
件

の
優

先
順

位
や

仕
様

が
な

か
な

か
決

まら
な

い
場

合
は

，
プロ

ダク
トの

結
果

に
責

任
を持

ち優
先

順
位

や
仕

様
を決

め
る役

割
を設

け
る．

その
結

果
，

プ
ロダ

クト
に

つ
い

て
の

決
定

を素
早

く行
う

こと
が

で
きる

．

プロ
ダク

トの
コン

セ
プト

に
沿

う形
で

要
件

をま
とめ

，
素

早
く意

思
決

定
す

るこ
とが

で
き

る．
開

発
者

と密
に

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

を
取

るこ
とで

誤
解

が
生

じに
くい

・チ
ー

ム
へ

の
作

業
指

示
が

一
本

化
され

，
不

要
・不

明
確

な
作

業
を減

らす
こと

が
で

き
るた

め
作

業
予

測
が

立
て

や
す

くな
る．

・優
先

順
位

や
仕

様
を

決
め

る役
割

を
設

け
るこ

とで
，

プ
ロダ

クト
に

関
す

る決
定

を
素

早
く行

うこ
とが

で
き

る．

ファ
シ

リテ
ー

タ
（

ス
クラ

ム
マ

ス
ター

）

開
発

チ
ー

ム
の

内
外

に
調

整
が

必
要

で
あ

れ
ば

，
ファ

シ
リテ

ー
タの

役
割

を設
置

す
る．

その
結

果
，

開
発

が
進

み
や

す
くな

る

開
発

チ
ー

ム
の

活
気

を持
続

す
るこ

とが
で

きる
．

プロ
ダク

トオ
ー

ナ
ー

や
チ

ー
ム

の
外

部
の

ス
テ

ー
クホ

ル
ダー

との
調

整
が

行
え

る．
・第

三
者

の
視

点
を持

つ
こと

で
，

冷
静

に
チ

ー
ム

内
の

問
題

を解
決

で
きる

ニコ
ニコ

カレ
ン

ダー
カレ

ンダ
ー

に
毎

日
その

日
の

気
持

ち
を表

す
シ

ー
ル

を貼
るよ

うに
す

る．
その

結
果

，
チ

ー
ム

の
ム

ー
ド

や
メン

バ
ー

の
気

持
ち

が
見

え
るよ

うに
な

る
．

「自
分

の
気

持
ちを

表
現

して
よ

い
」と

い
う場

を作
り，

チ
ー

ム
の

絆
を深

め
る．

気
付

きに
くい

メン
バ

ー
の

状
態

を，
チ

ー
ム

お
互

い
で

把
握

で
きる

よ
うに

な
る

．
メン

バ
ー

の
状

態
に

対
して

，
適

切
な

タ
イミ

ング
で

対
処

を行
うこ

とが
で

きる
．

・メ
ンバ

が
報

告
しや

す
い

状
況

・環
境

が
整

って
い

る
・メ

ンバ
ー

の
精

神
状

態
を，

明
示

的
に

確
認

で
きる

手
段

が
存

在
す

る
こと

で
，

異
常

を察
知

し，
適

切
な

タイ
ミン

グ
で

ケ
アを

行
うこ

とが
で

き
る．

持
続

可
能

な
ペ

ー
ス

高
い

効
果

や
生

産
性

を維
持

で
きる

よ
う持

続
可

能
な

ペ
ー

ス
を

保
つ

．
その

結
果

，
健

康
的

で
活

気
の

あ
る

職
場

に
な

る．

メリ
ハ

リの
あ

る仕
事

の
リズ

ム
を刻

め
る

よう
に

な
る．

一
気

に
作

り
あ

げ
て

，
その

後
が

続
か

な
い

の
で

は
な

く，
継

続
的

に
安

定
的

な
効

果
を提

供
す

るこ
とが

で
きる

．

・無
理

して
後

が
続

か
な

い
や

り方
で

な
く，

健
康

的
で

メリ
ハ

リの
あ

る
活

動
を心

が
け

て
い

る
．

また
，

メン
バ

ー
の

一
人

一
人

が
，

安
心

して
自

分
らし

く働
くこ

とが
で

きる
．

共
通

の
部

屋
意

思
疎

通
が

うま
くい

か
ず

，
活

気
が

な
い

場
合

は
，

共
通

の
部

屋
を作

る．
その

結
果

，
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
は

改
善

す
る

．

チ
ー

ム
に

活
気

が
出

て
，

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

が
円

滑
に

な
る．

お
互

い
の

信
頼

関
係

を
醸

成
す

る
土

壌
とな

る．
・物

理
的

な
距

離
が

近
くな

るこ
とで

協
力

しや
す

い
状

況
に

な
る．

・物
理

的
な

距
離

が
近

くな
る

こ
とで

円
滑

に
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
が

取
れ

る
こと

を理
解

し実
践

出
来

る．
チ

ー
ム

全
体

が
一

つ
に

チ
ー

ム
全

員
が

一
つ

の
目

標
に

向
か

うよ
うな

取
り

組
み

を
行

う．
その

結
果

，
チ

ー
ム

は
素

早
く正

確
に

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

が
で

き，
生

き生
き

とし
た

仕
事

が
で

きる
よ

うに
な

る．

チ
ー

ム
メン

バ
ー

それ
ぞ

れ
が

仕
事

の
目

標
を捉

え
るこ

とで
，

ゴ
ー

ル
に

向
か

った
振

る舞
い

を取
るこ

とが
で

きる
．

行
き詰

った
ら，

他
の

メン
バ

ー
に

助
け

を求
め

られ
る

よう
に

な
る．

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

が
効

果
的

に
な

る．
推

測
す

るの
を止

め
て

，
お

互
い

に
質

問
や

相
談

をす
るよ

うに
な

る．
アイ

デ
アが

伝
達

され
や

す
くな

る．
チ

ー
ム

に
一

体
感

と互
い

へ
の

敬
意

が
生

まれ
る

．
仕

事
が

楽
しく

な
る

．

・チ
ー

ム
メン

バ
ー

それ
ぞ

れ
が

仕
事

の
目

標
を

捉
え

るこ
とで

，
ゴ

ー
ル

に
向

か
った

適
切

な
振

る舞
い

を
取

るこ
と

が
で

きる
．

・メ
ンバ

ー
各

自
が

保
有

す
る

技
術

ス
キ

ル
を共

有
す

る
こと

で
効

率
よく

ス
キ

ル
の

理
解

や
継

承
を行

うこ
とが

で
き，

チ
ー

ム
全

体
の

ス
キ

ル
レベ

ル
が

向
上

しや
す

くな
る

．

・積
極

的
な

質
問

や
相

談
が

行
わ

れ
る

こと
で

，
素

早
く正

確
に

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

が
で

きる
．

・チ
ー

ム
メン

バ
全

員
が

一
つ

の
目

標
に

向
か

った
振

る
舞

い
を取

る
こと

が
出

来
る

心
理

的
安

全
他

者
か

らの
反

応
に

怯
え

た
り，

羞
恥

心
を感

じた
りす

るこ
とな

く，
自

然
体

の
自

分
自

身
を晒

せ
る

環
境

一
人

ひ
とり

が
本

来
の

自
分

を曝
け

出
す

こと
が

で
きる

こと
，

そし
て

，
それ

を
受

け
入

れ
る

た
め

の
「心

理
的

安
全

性
」，

つ
ま

り他
者

へ
の

心
遣

い
や

共
感

，
理

解
力

を醸
成

す
るこ

とが
，

間
接

的
に

で
は

あ
る

が
，

チ
ー

ム
の

生
産

性
を高

め
る

こと
に

つ
な

が
る．

・メ
ンバ

が
報

告
しや

す
い

状
況

・環
境

が
整

って
い

る
・実

現
性

や
不

明
点

の
リス

クな
どを

事
前

に
把

握
し，

チ
ー

ム
で

共
有

して
い

る

「心
理

的
安

全
」以

外
の

プラ
クテ

ィス
 出

典
:「

IP
A 

アジ
ャイ

ル
型

開
発

に
お

け
る

プラ
クテ

ィス
活

用
リフ

ァレ
ンス

ガ
イド

.d
oc

」
「心

理
的

安
全

」プ
ラク

テ
ィス

 出
典

：
「グ

ー
グ

ル
が

突
きと

め
た

！
社

員
の

「生
産

性
」を

高
め

る唯
一

の
方

法
は

こう
だ

」

－3－



付録2　アンケート調査票
質問 【必須】チームメン

バの人数
【必須】開発スタイル

（記入例：該当する場合、□→■にする）

アンケート対象のプロジェクトチームについて教えてください
□アジャイル型
□ウォーターフォール型
□その他　(　　　　　　　　　　　　)

（他に実践しているプラク
ティスなど）

質問 【必須】回答欄
(数値1～7を記入)

【必須】実践しているアジャイルプラクティス
（記入例：該当する場合、□→■にする） 【任意】コメント欄

プロジェクト計画時、顧客やメンバと話し合い優先順位とリリース時期を明確に
した上で計画を作成している
対人的・時間的リソースにリスクは無いか？特定の人しかできない業務はない
か？といったことまで考慮している

□リリース計画ミーティング
□プロダクトバックログ（優先順位付け）
□プロダクトオーナー
□人材のローテーション

プロジェクト中にリスクが発覚した場合、具体的な内容をチームメンバ全員が
共有・理解した上で作業を進めている
例：実現性や不明点のリスクなどを事前に把握し、チームで共有している

□イテレーション計画ミーティング
□イテレーション
□日次ミーティング

要件変更があった場合、計画変更を行いチームとして対応が可能な範囲を再
定義している
例：人的・時間的リソースや負荷状況をチームで共有した上での、実現性のあ
る計画を立てている

□プランニングポーカー
□イテレーション計画ミーティング
□イテレーション
□ベロシティ計測

メンバの負荷状況やプロジェクトの進捗状況が見える化できており、異常な状
態であると判断するメトリクスを設定している

□かんばん
□タスクボード
□スプリントバックログ

メンバが報告しやすい状況・環境が整っている □ニコニコカレンダー
□心理的安全

深刻な問題を招く恐れのある状況が見落とされることなく、問題として認識でき
る □日次ミーティング

メンバーが急に減った(例：入院した)場合、そのメンバーの担当していた作業
を短期間で引き継げる

□ペアプログラミング
□コーディング規約
□人材のローテーション

問題の解決のためにメンバ間の作業調整を行う際、特定のメンバに作業が集
中しないように分担できている

□柔軟なプロセス
□集団によるオーナーシップ

解決が困難な問題が発生した場合、問題の解決のためにメンバー同士が協
力して対応できる

□紙・手書きツール
□チーム全体が一つに
□共通の部屋

影響の大きな設計変更や機能追加が必要となった場合、柔軟に計画見直しや
プロセスの見直しができる

□プロダクトオーナー
□プロダクトバックログ（優先順位付け）

スキルの高いメンバーが、低いメンバーに対して、日常的に指導している □ペアプログラミング
□スプリントレビュー

開発途中で、今までの作業の振り返りを行い、良い結果をチーム内で共有し、
他のメンバも実践している □ふりかえり

新たな開発手法を取り入れた時、その開発手法の有識者や経験者に直接指
導を受けている □アジャイルコーチ

会社やチームがメンバの学習する環境を積極的に提供している □人材のローテーション

分類

チーム
状況把
握

分類

予
測

監
視

基
本
能
力

対
処

学
習

強く当てはまる
当てはまる
やや当てはまる
どちらともいえない

やや当てはまらない
当てはまらない
まったく当てはまらない

－4－



質問 【必須】回答欄
(数値1～7を記入)

【必須】実践しているアジャイルプラクティス
（記入例：該当する場合、□→■にする） 【任意】コメント欄分類

開発メンバが保有する固有の技術スキルについて、メンバ間での共有(学習・
教育含む)が適宜行われている

□人材のローテーション
□チーム全体が一つに
□ペアプログラミング

技術スキルが不足しているメンバでも作業が滞りなく実施できるよう、開発作業
に必要となる情報はドキュメント化がされている状態である

□人材のローテーション
□リファクタリング

将来の開発において必要となりうる技術スキルに関し、チームとして習得に向け
た活動(勉強会など)を作業として計画している

□プロダクトバックログ
□継続的インテグレーション

メンバ間での情報共有が活発に行えている
□紙・手書きツール
□共通の部屋
□かんばん

問題解決する際、複数の解決案から適切なものを選択できている □柔軟なプロセス

チーム内で意見が分かれた場合、それぞれの主張をお互い理解してから解決す
るようにしている

□チーム全体が一つに
□ファシリテータ（スクラムマスター）

特定の人しか知らないことがないように、ソースコードや業務に関する知識を共
有している □集団によるオーナーシップ

チームのメンバは、身勝手な判断や行動ではなく、各自の判断で自律的に動い
ている □自己組織化チーム

チームメンバ全員が一つの目標に向かった振る舞いを取っている □チーム全体が一つに

絶えず顧客と相談することで無駄な機能を作らないようにしている □オンサイト顧客

メンバの行動や成果物に対して、メンバが相互にフィードバックを適切に実施し
ている □迅速なフィードバック

メンバは、自分や他のメンバが行なっている仕事の目的や重要性を理解してい
る

□インセプションデッキ
□集団によるオーナーシップ
□自己組織化チーム

メンバは有意義な作業のみを実施し、退屈で繰り返し実施する作業はしなくて
も良い

□自動化された回帰テスト
□継続的インテグレーション

無理してあとが続かないやり方でなく、健康的でメリハリのある活動を心がけて
いる。また、メンバーの一人一人が安心して自分らしく働いている

□ニコニコカレンダー
□持続可能なペース

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
能
力
を
支
え
る
要
素

技
術
ス
キ
ル

非
技
術
ス
キ
ル

態
度

心
身
の
健
康

－5－



付
録
3-
1　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
レ
ジ
リエ
ン
ス
に
対
す
る
自
己
評
価
）

分
類

質
問

平
均

プ
ロジ

ェク
ト計

画
時
、顧

客
や
メン

バ
と話

し合
い
優
先
順
位
とリ
リー

ス
時
期
を
明
確
に
した

上
で
計
画
を
作
成
して

い
る

対
人
的
・時

間
的
リソ
ー
ス
に
リス
クは

無
い
か
？
特
定
の
人
しか

で
き
な

5

プ
ロジ

ェク
ト中

に
リス
クが

発
覚
した

場
合
、具

体
的
な
内
容
を
チ
ー
ム

メン
バ
全
員
が
共
有
・理

解
した

上
で
作
業
を
進
め
て
い
る

例
：
実
現
性
や
不
明
点
の
リス
クな

どを
事
前
に
把
握
し、
チ
ー
ム
で
共

4

要
件
変
更
が
あ
った

場
合
、計

画
変
更
を
行
い
チ
ー
ム
とし
て
対
応
が
可

能
な
範
囲
を
再
定
義
して

い
る

例
：
人
的
・時

間
的
リソ
ー
ス
や
負
荷
状
況
を
チ
ー
ム
で
共
有
した

上
で

6

メン
バ
の
負
荷
状
況
や
プ
ロジ

ェク
トの

進
捗
状
況
が
見
え
る
化
で
き
て
お

り、
異
常
な
状
態
で
あ
る
と判

断
す
る
メト
リク
ス
を
設
定
して

い
る

3

メン
バ
が
報
告
しや

す
い
状
況
・環

境
が
整
って

い
る

6

深
刻
な
問
題
を
招
く恐

れ
の
あ
る
状
況
が
見
落
とさ
れ
る
こと
な
く、
問
題

とし
て
認
識
で
き
る

6

メン
バ
ー
が
急
に
減
った

(例
：
入
院
した

)場
合
、そ

の
メン

バ
ー
の
担

当
して

い
た
作
業
を
短
期
間
で
引
き
継
げ
る

5

問
題
の
解
決
の
た
め
に
メン

バ
間
の
作
業
調
整
を
行
う際

、特
定
の
メン

バ
に
作
業
が
集
中
しな

い
よ
うに

分
担
で
き
て
い
る

3

解
決
が
困
難
な
問
題
が
発
生
した

場
合
、問

題
の
解
決
の
た
め
に
メン

バ
ー
同
士
が
協
力
して

対
応
で
き
る

6

影
響
の
大
き
な
設
計
変
更
や
機
能
追
加
が
必
要
とな

った
場
合
、柔

軟
に
計
画
見
直
しや

プ
ロセ

ス
の
見
直
しが

で
き
る

3

ス
キ
ル
の
高
い
メン

バ
ー
が
、低

い
メン

バ
ー
に
対
して

、日
常
的
に
指
導

して
い
る

4

開
発
途
中
で
、今

ま
で
の
作
業
の
振
り返

りを
行
い
、良

い
結
果
を
チ
ー

ム
内
で
共
有
し、
他
の
メン

バ
も
実
践
して

い
る

4

新
た
な
開
発
手
法
を
取
り入

れ
た
時
、そ

の
開
発
手
法
の
有
識
者
や
経

験
者
に
直
接
指
導
を
受
け
て
い
る

1

会
社
や
チ
ー
ム
が
メン

バ
の
学
習
す
る
環
境
を
積
極
的
に
提
供
して

い
る

3

開
発
メン

バ
が
保
有
す
る
固
有
の
技
術
ス
キ
ル
に
つ
い
て
、メ
ン
バ
間
で
の

共
有
(学

習
・教

育
含
む
)が
適
宜
行
わ
れ
て
い
る

4

技
術
ス
キ
ル
が
不
足
して

い
る
メン

バ
で
も
作
業
が
滞
りな

く実
施
で
き
る
よ
う、
開
発
作
業

に
必
要
とな

る
情
報
は
ドキ

ュメ
ン
ト化

が
され

て
い
る
状
態
で
あ
る

3

将
来
の
開
発
に
お
い
て
必
要
とな

りう
る
技
術
ス
キ
ル
に
関
し、
チ
ー
ム
と

して
習
得
に
向
け
た
活
動
(勉

強
会
な
ど)
を
作
業
とし
て
計
画
して

い
る

4

メン
バ
間
で
の
情
報
共
有
が
活
発
に
行
え
て
い
る

4

問
題
解
決
す
る
際
、複

数
の
解
決
案
か
ら適

切
な
も
の
を
選
択
で
き
て

い
る

4

チ
ー
ム
内
で
意
見
が
分
か
れ
た
場
合
、そ

れ
ぞ
れ
の
主
張
を
お
互
い
理

解
して

か
ら解

決
す
る
よ
うに

して
い
る

6

特
定
の
人
しか

知
らな

い
こと
が
な
い
よ
うに

、ソ
ー
ス
コー

ドや
業
務
に
関

す
る
知
識
を
共
有
して

い
る

6

チ
ー
ム
の
メン

バ
は
、身

勝
手
な
判
断
や
行
動
で
は
な
く、
各
自
の
判
断

で
自
律
的
に
動
い
て
い
る

4

チ
ー
ム
メン

バ
全
員
が
一
つ
の
目
標
に
向
か
った

振
る
舞
い
を
取
って

い
る

6

絶
え
ず
顧
客
と相

談
す
る
こと
で
無
駄
な
機
能
を
作
らな

い
よ
うに

して
い

る
6

メン
バ
の
行
動
や
成
果
物
に
対
して

、メ
ン
バ
が
相
互
に
フィ
ー
ドバ

ック
を

適
切
に
実
施
して

い
る

4

メン
バ
は
、自

分
や
他
の
メン

バ
が
行
な
って

い
る
仕
事
の
目
的
や
重
要

性
を
理
解
して

い
る

4

メン
バ
は
有
意
義
な
作
業
の
み
を
実
施
し、
退
屈
で
繰
り返

し実
施
す

る
作
業
は
しな

くて
も
良
い

2

無
理
して

あ
とが

続
か
な
い
や
り方

で
な
く、
健
康
的
で
メリ
ハ
リの
あ
る
活
動
を
心
が
け
て
い

る
。ま

た
、メ
ン
バ
ー
の
一
人
一
人
が
安
心
して

自
分
らし

く働
い
て
い
る

6

合
計

チ
ー
ム
名

非 技 術 ス

キ ル 態 度 心 身 の 健 康予 測 監 視 対 処 学 習 技 術 ス キ

ル

－6－



付
録
3-
1
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
レ
ジ
リエ
ン
ス
に
対
す
る
自
己
評
価
）

分
類

質
問

平
均

プ
ロジ

ェク
ト計

画
時
、顧

客
や
メン

バ
と話

し合
い
優
先
順
位
とリ
リー

ス
時
期
を
明
確
に
した

上
で
計
画
を
作
成
して

い
る

対
人
的
・時

間
的
リソ
ー
ス
に
リス
クは

無
い
か
？
特
定
の
人
しか

で
き
な

5

プ
ロジ

ェク
ト中

に
リス
クが

発
覚
した

場
合
、具

体
的
な
内
容
を
チ
ー
ム

メン
バ
全
員
が
共
有
・理

解
した

上
で
作
業
を
進
め
て
い
る

例
：
実
現
性
や
不
明
点
の
リス
クな

どを
事
前
に
把
握
し、
チ
ー
ム
で
共

4

要
件
変
更
が
あ
った

場
合
、計

画
変
更
を
行
い
チ
ー
ム
とし
て
対
応
が
可

能
な
範
囲
を
再
定
義
して

い
る

例
：
人
的
・時

間
的
リソ
ー
ス
や
負
荷
状
況
を
チ
ー
ム
で
共
有
した

上
で

6

メン
バ
の
負
荷
状
況
や
プ
ロジ

ェク
トの

進
捗
状
況
が
見
え
る
化
で
き
て
お

り、
異
常
な
状
態
で
あ
る
と判

断
す
る
メト
リク
ス
を
設
定
して

い
る

3

メン
バ
が
報
告
しや

す
い
状
況
・環

境
が
整
って

い
る

6

深
刻
な
問
題
を
招
く恐

れ
の
あ
る
状
況
が
見
落
とさ
れ
る
こと
な
く、
問
題

とし
て
認
識
で
き
る

6

メン
バ
ー
が
急
に
減
った

(例
：
入
院
した

)場
合
、そ

の
メン

バ
ー
の
担

当
して

い
た
作
業
を
短
期
間
で
引
き
継
げ
る

5

問
題
の
解
決
の
た
め
に
メン

バ
間
の
作
業
調
整
を
行
う際

、特
定
の
メン

バ
に
作
業
が
集
中
しな

い
よ
うに

分
担
で
き
て
い
る

3

解
決
が
困
難
な
問
題
が
発
生
した

場
合
、問

題
の
解
決
の
た
め
に
メン

バ
ー
同
士
が
協
力
して

対
応
で
き
る

6

影
響
の
大
き
な
設
計
変
更
や
機
能
追
加
が
必
要
とな

った
場
合
、柔

軟
に
計
画
見
直
しや

プ
ロセ

ス
の
見
直
しが

で
き
る

3

ス
キ
ル
の
高
い
メン

バ
ー
が
、低

い
メン

バ
ー
に
対
して

、日
常
的
に
指
導

して
い
る

4

開
発
途
中
で
、今

ま
で
の
作
業
の
振
り返

りを
行
い
、良

い
結
果
を
チ
ー

ム
内
で
共
有
し、
他
の
メン

バ
も
実
践
して

い
る

4

新
た
な
開
発
手
法
を
取
り入

れ
た
時
、そ

の
開
発
手
法
の
有
識
者
や
経

験
者
に
直
接
指
導
を
受
け
て
い
る

1

会
社
や
チ
ー
ム
が
メン

バ
の
学
習
す
る
環
境
を
積
極
的
に
提
供
して

い
る

3

開
発
メン

バ
が
保
有
す
る
固
有
の
技
術
ス
キ
ル
に
つ
い
て
、メ
ン
バ
間
で
の

共
有
(学

習
・教

育
含
む
)が
適
宜
行
わ
れ
て
い
る

4

技
術
ス
キ
ル
が
不
足
して

い
る
メン

バ
で
も
作
業
が
滞
りな

く実
施
で
き
る
よ
う、
開
発
作
業

に
必
要
とな

る
情
報
は
ドキ

ュメ
ン
ト化

が
され

て
い
る
状
態
で
あ
る

3

将
来
の
開
発
に
お
い
て
必
要
とな

りう
る
技
術
ス
キ
ル
に
関
し、
チ
ー
ム
と

して
習
得
に
向
け
た
活
動
(勉

強
会
な
ど)
を
作
業
とし
て
計
画
して

い
る

4

メン
バ
間
で
の
情
報
共
有
が
活
発
に
行
え
て
い
る

4

問
題
解
決
す
る
際
、複

数
の
解
決
案
か
ら適

切
な
も
の
を
選
択
で
き
て

い
る

4

チ
ー
ム
内
で
意
見
が
分
か
れ
た
場
合
、そ

れ
ぞ
れ
の
主
張
を
お
互
い
理

解
して

か
ら解

決
す
る
よ
うに

して
い
る

6

特
定
の
人
しか

知
らな

い
こと
が
な
い
よ
うに

、ソ
ー
ス
コー

ドや
業
務
に
関

す
る
知
識
を
共
有
して

い
る

6

チ
ー
ム
の
メン

バ
は
、身

勝
手
な
判
断
や
行
動
で
は
な
く、
各
自
の
判
断

で
自
律
的
に
動
い
て
い
る

4

チ
ー
ム
メン

バ
全
員
が
一
つ
の
目
標
に
向
か
った

振
る
舞
い
を
取
って

い
る

6

絶
え
ず
顧
客
と相

談
す
る
こと
で
無
駄
な
機
能
を
作
らな

い
よ
うに

して
い

る
6

メン
バ
の
行
動
や
成
果
物
に
対
して

、メ
ン
バ
が
相
互
に
フィ
ー
ドバ

ック
を

適
切
に
実
施
して

い
る

4

メン
バ
は
、自

分
や
他
の
メン

バ
が
行
な
って

い
る
仕
事
の
目
的
や
重
要

性
を
理
解
して

い
る

4

メン
バ
は
有
意
義
な
作
業
の
み
を
実
施
し、
退
屈
で
繰
り返

し実
施
す

る
作
業
は
しな

くて
も
良
い

2

無
理
して

あ
とが

続
か
な
い
や
り方

で
な
く、
健
康
的
で
メリ
ハ
リの
あ
る
活
動
を
心
が
け
て
い

る
。ま

た
、メ
ン
バ
ー
の
一
人
一
人
が
安
心
して

自
分
らし

く働
い
て
い
る

6

合
計

チ
ー
ム
名

非 技 術 ス

キ ル 態 度 心 身 の 健 康予 測 監 視 対 処 学 習 技 術 ス キ

ル 付
録
3-
2　
ア
ン
ケ
ー
ト結

果
（
実
施
して
い
る
ア
ジ
ャイ
ル
・プ
ラ
ク
テ
ィス
）

合
計

リリ
ー
ス
計
画
ミー

テ
ィン
グ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
プ
ロダ

クト
バ
ック
ログ

(優
先
順
位
付
け
)

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●
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付録3-3　アンケート結果（コメント）
質問

プロジェクト計画時、顧客やメンバと話し合い優先順位とリリース時
期を明確にした上で計画を作成している
対人的・時間的リソースにリスクは無いか？特定の人しかできない
業務はないか？といったことまで考慮している

・開発ロードマップ、開発要件（開発STEP表）、顧客からの　ヒア
リング情報をインプットに、開発計画を策定。
・緊急度が高く、短期開発案件はアジャイル開発プロセスを適用し、
小チームで実施している。
・短期開発を実現するため、予めスキル開発要件見合うメンバで構
成している。

プロジェクト中にリスクが発覚した場合、具体的な内容をチームメン
バ全員が共有・理解した上で作業を進めている
例：
実現性や不明点のリスクなどを事前に把握し、チームで共有してい
る

・メンバ内で日次ミーティングで共有。
　（共有はするが、全員の理解を求めていない）
・プロジェクト全体のリスクはリーダMTG（週次の上位会議）にて解
決している

メンバ内および対顧客でそれぞれ日次
ミーティングを実施している。

要件変更があった場合、計画変更を行いチームとして対応が可能
な範囲を再定義している
例：
人的・時間的リソースや負荷状況をチームで共有した上での、実
現性のある計画を立てている

要件変更の影響を受けるメンバを対象に都度計画。
ベロシティ計測が参考になれば活用。

要件変更がある場合は顧客とミーティン
グを行い、再度優先順位付けを実施し
て、作業内容を再定義している。

メンバの負荷状況やプロジェクトの進捗状況が見える化できており、
異常な状態であると判断するメトリクスを設定している

・１日にできる作業量を確認している（逸脱は翌日調整）
・メトリクスなど閾値を設けているわけではない。
・かんばんツールは『TRICHORD』を利用

Redmine，JIRA使用。 Redmineによる進捗管理により、メン
バ毎の負荷状況を把握している。

メンバが報告しやすい状況・環境が整っている ・若手メンバを集めて開発チームを構成。
・互いに気になることを日々コミュケーションをとっていた。

デイリースクラム、レトロスペクティブで誰
でも発言できる雰囲気を意識して作って
いる

深刻な問題を招く恐れのある状況が見落とされることなく、問題とし
て認識できる

・日次ミーティングにプロダクトリーダも加わり状況を確認。
トピックをプロダクトオーナへの報告、必要に応じて協議する場があ
る。

メンバーが急に減った(例：入院した)場合、そのメンバーの担当し
ていた作業を短期間で引き継げる

・（１ヵ月で完成させるなど）短期開発でのみ適用している。
　これまで、メンバが減るなどの状態は発生していない。
・随時レビューを実施しているので引継ぎなくフォローは可能

チーム内で決めている最低限のモデル
（クラス図、シーケンス図、状態遷移
図）はドキュメントとして残している

メンバ内でのリカバー可能なように意識
的なジョブローテーションを行うとともに作
業平準化のための手順書を作成してい
る。

問題の解決のためにメンバ間の作業調整を行う際、特定のメンバ
に作業が集中しないように分担できている

・日次ミーティングで調整。
・プロダクトとしてはクリティカルパスのみチェック

解決が困難な問題が発生した場合、問題の解決のためにメンバー
同士が協力して対応できる

・日次ミーティング後、随時打合せ
・専用で利用できる開発ルームがあり、必要に応じて集中検討会を
開催

Microsoft Teams，Redmine使
用。

影響の大きな設計変更や機能追加が必要となった場合、柔軟に
計画見直しやプロセスの見直しができる

・開発対象を絞って適用しているため、大きな変更が入らないように
進めている。
・小規模な変更、追加はあるがプロダクトバックログを活用

スキルの高いメンバーが、低いメンバーに対して、日常的に指導して
いる

・スプリトレビューは実施しているが教育目的には使用していない
・計画段階でプロジェクトチームの技術力を把握し構成している。

開発途中で、今までの作業の振り返りを行い、良い結果をチーム
内で共有し、他のメンバも実践している

新たな開発手法を取り入れた時、その開発手法の有識者や経験
者に直接指導を受けている

・初めてアジャイル開発を回す場合は、（社内の）アジャイル開発
コーチに参画してもらい、都度助言をもらっている。

最初はM2Mで指導を行っている。

会社やチームがメンバの学習する環境を積極的に提供している ・社内にアジャイル開発入門講座が提供されている。
　アジャイルプロセス開発のメンバは事前に講座を受講させて　いる

関連する技術に対する勉強会などがあ
れば積極的に参加している。

開発メンバが保有する固有の技術スキルについて、メンバ間での共
有(学習・教育含む)が適宜行われている

・先端技術、固有技術は（”QU活動”という）チームでの改善活動
のフレームワークに載せて、メンバ間で共有を図っている。
・基礎技術は社内講座を活用。

手順書を作成し展開している

技術スキルが不足しているメンバでも作業が滞りなく実施できるよ
う、開発作業に必要となる情報はドキュメント化がされている状態
である

・スキルを補う手段としてのドキュメント化は実施していない
・定型的な作業は手順書を随時作成している

将来の開発において必要となりうる技術スキルに関し、チームとして
習得に向けた活動(勉強会など)を作業として計画している

No15と同じ。

メンバ間での情報共有が活発に行えている ・非技術スキルについてもNo15の活動を展開している。
・計画的に実施しているものであり、”活発”に該当するものではな
い。

Microsoft Teams，Redmine使
用。

個人ごとにA4サイズのホワイトボードを
利用して、図やシーケンスなどを使用し
た説明を行っている。

問題解決する際、複数の解決案から適切なものを選択できている ■開発段階で発生した問題については
・主導するメンバの見解に対しメンバ間で協議している
　（必ず対案を出すというようなことはしていない）
■調査検討段階でのまとめの場合は
・必ず複数案を提示し、メリット・デメリットを表にしてもまとめ、結論を
出している

チーム内で意見が分かれた場合、それぞれの主張をお互い理解し
てから解決するようにしている

No.19のやりかた。
・まとまらない場合は主導メンバがファシリテータとなって意見を集約し
解決案をまとめている

特定の人しか知らないことがないように、ソースコードや業務に関す
る知識を共有している

・レビューは随時実施している。

チームのメンバは、身勝手な判断や行動ではなく、各自の判断で
自律的に動いている

・タスクにして、計画的に作業している。
・コントロールはできているが自律性は考慮していない

チームメンバ全員が一つの目標に向かった振る舞いを取っている ・短期で開発するものをターゲットとして適用しているため、目標
（ゴール）意識は高い

絶えず顧客と相談することで無駄な機能を作らないようにしている ・スプリトレビューに加え、週次で進捗・状況報告を行っている。 日次ミーティングを実施している。

メンバの行動や成果物に対して、メンバが相互にフィードバックを適
切に実施している

・相互にフィードバックするケースは少ない。
・日次ミーティングにて互いの状況は把握している。

成果物を共有するとともに、事前レ
ビューを実施している。

メンバは、自分や他のメンバが行なっている仕事の目的や重要性を
理解している

・開発の方向性、目標（ゴール）は理解している。
・特別なテーマのみ適用しているプロセスなのでメンバの関心や意識
も高い。

メンバは有意義な作業のみを実施し、退屈で繰り返し実施する作
業はしなくても良い

（質問の意味が捉えられない）
・繰り返し作業もタスクには存在する。
・有意義/退屈と考えるかは本人次第。

自動化されたリグレッション試験を実施し
ている。

無理してあとが続かないやり方でなく、健康的でメリハリのある活動
を心がけている。また、メンバーの一人一人が安心して自分らしく働
いている

（質問の意味が捉えられない）
・短期集中開発を実現させるためのプロセスとして採用しているの
で、多少無理は発生する。
・”安心して”、”自分らしく”と思うかは本人次第。
（プロジェクトの枠組みではメンタルケアは実施していない。労務管
理として別枠でケアしている）

－8－



少数精鋭で柔軟かつスピーディーに
開発を推進しており、多少属人的
になってしまうリスクが潜んでいる。

優先順位とリリース時期は明確にす
るが、顧客ではなく営業は販売会
社になる。また、特定の人の業務は
ないか、などは考えていない。

優先度はつけていて、リソースにリス
クが無いかは確認しつつ、なかなか
厳しい状況が続いている。しかし、ど
のくらい厳しいのかは、ポイントをつけ
ることでわかっている。

顧客とは話していない

Slackおよびかんばんでの情報共有 毎週の定例会で共有。毎日ではな
い。

毎日の朝ミーティングでバックログ、
かんばんの状況を踏まえた意識合
わせを行っており、プロジェクトのヘル
シー状態を把握している

作業時間をメンバーに入力して見
える化としている。メトリクスや明確
な判断基準はない。

チームメンバがそれぞれ違うPJを受
けもっていることが要因と思われる
が、タスクボードを見るだけではなか
なか負荷状況が見えてこない。

ニコニコカレンダー

コミュニケーションツール（Slack、
Mattermost）を導入し、ロケー
ションや時間に縛られない開発環境
を構築。
※海外出張中も連携可能

定例会ぐらいしかない。 (アンケートへのコメント。心理的安
全って、スローガンのように捉えてい
るのですが、具体的なプラクティスに
なってるんでしょうか。）

毎日の朝ミーティングにおいて、各メ
ンバから課題情報の収集を行ってお
ります。

Slackでの情報共有 見落としは少なくない。

多少属人化はしているが、共通ライ
ブラリやフレームワーク技術を取り入
れるなどして、個々の個性を最小限
としている。また、少数精鋭で個々
のスキルが高いため、他人の分野で
も少し時間をかければメンテナンス
することができる。

コードレビュー 短期間で引き継げていないが、やら
ない選択肢はないので、今いるメン
バーで何とかする考えになる。

仕事としてバディ制にしているので、
急に減った場合にも対処しやすい。
また、そのため、プライベートの用事
も優先しやすい状況にある。

スピードを優先していることから、得
意分野に応じて、バックログをアサイ
ンするようにしていることから、多少、
特定のメンバーに作業が集中してし
まうこともある。（※若手エンジニア
は教育対象のため上級エンジニアに
付いて幅広くアサイン）

分散しようとしているが、現実は偏っ
ている。

複数のプロジェクトを並行しているの
で、同プロジェクト間は協力し合え
ているが、他プロジェクトまではでき
ていない。余裕がない。

共通の部屋でなかったが専用の作
業スペースを確保

できる日程で調整する。

ペアプログラミングとまでは言えない
が、若手エンジニアが上級エンジニア
に付いて、レビューを受けながら開
発を進めるようにしている

コードレビュー 日常的にはしていない。 ペア設計

開発途中の振り返りはやっていな
い。

文献や外部（NTTデータ主催）
のアジャイルセミナー等に参加し、開
発の進め方について勉強している

指導まではしない。 課全員で教育を受ける

Udemyの活用
展示会やカンファレンスの参加
※上記の活動を後押し

提供はしている。

定期的に勉強会を開催。
※新しい技術の紹介等

コードレビュー 内部勉強会 やろうとするが、現実は忙しくてでき
ていない。

互いの成果物やノウハウを定期的に
共有する場を設けている

少数精鋭で進めることを前提として
おり、ある程度のスキルレベルが必
要となっている

アップデートされていないドキュメント
が多い。

先端技術は積極的に試し、勉強
会で共有しあっている

計画はされていないし、チームとして
取り組もうとしているが現実は忙しく
てできていない。

タスクボードに挙げているが、なかな
か実践できていない

この設問とCIは関係ないのでは？

Slackでの情報共有 Viber, Teams等SNSを用いたコ
ミュニケーション

チーム全体で各案の利点欠点の比
較検討を行い、解決策を選択して
いる

KPT（複数のTryを挙げて解決策
を検討)

ほぼできている

コードレビュー やろうとするが、現実は忙しくてでき
ていない。

少数精鋭で信頼関係を構築して
進めている。
開発本来の目的に影響するような
部分は、共通の価値観で判断し、
チームに相談するようにしている。

こまめにデモを行い、方向性を合わ
せている

営業や販売会社と直接相談するこ
とはほとんどない。

(開発ではないので、設問が対象外
かも)

顧客ではなくシステム担当者、ハー
ド担当者と絶えず相談している

フィードバックはない。 スプリントレビューのタイミングがメイ
ン。

キックオフ資料という形でインセプショ
ンデッキを作成し、こまめにアップ
デートしている

自分の業務の重要性は理解してい
るが、他のメンバの業務の重要性は
理解できていない。

タイムラインによる長期のふりかえり

単体テストおよびリグレッション試験
（UI結合テスト）を自動化する仕
組みを構築。
Jenkins、Github、Selenium

繰り返しの作業も必要ならやる。や
らない選択肢はない。

すぐに自動テスト、CI化できたわけ
ではなく、
5年間で作り上げたチームである

残業時間が多い。多分不健康。
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WFでは特定の人にしかできない業務があること自体、課題に
なるという思想がそもそもないので　点数が開いた

顧客とは話してい
ない

プロダクトバックログ
のようなものとして、
要件の優先順位
をまとめた資料は
存在する。

プロジェクト計画書
レビュー

WFではチームメンバー全員が共有するという思想もないため
点数が開いた

朝会や週次の定
例会でリスクの共
有を行っている

変更対応はWFでもアジャイルでも同じように発生する 要件変更時の計
画変更は、顧客と
話し合いながら実
施できている。

チケット駆動開発 やるしか選択肢は
ない。

WFでは、メンバーの負荷状況は、見える化することになってない
のでわからない

ニコニコカレンダー Redmineを使用
している Excelでの日程計

画

Redmineまたは
Excelによる進捗
管理

個人管理＆非公
開

報告しやすいか？どうかは、リーダ次第のところがあるかも ・メンバー同士が物
理的に距離が近い
・コミュニケーション
ツールの使用

Daily段コミ
ミーティ
ング

朝会をしなくても、リーダが個別に担当者のところに行けば状況
はわかるが、WFでは担当者同士で気づく問題の検出ができな
い
WFの場合、引き継ぎやすい開発をする思想はない コーディング規約は

存在するが、守ら
れていない状態。

代わりはいない。

WFの場合、特定のメンバーが集中しない開発をしないとする思
想はない

チケットベースの作
業調整

一部に集中。

WFの場合、協力し合うという思想はそもそもない 共通の部屋でな
かったが専用の作
業スペースを確保

Teamsでチーム内
連携を取っている。

WFは、はじめに決まった要件が前提で最後までやりきるやり方
なので、開発中の機能変更が発生することは、アジャイルより柔
軟にできるやり方ではない

No.3と同様 顧客要求は必達
なので、自由度は
少ない。

WFは、知識を共有。知らない人に素早く広めたいという意識
が、明確になっていない

ペア設計 仕様書レビュー・
コードレビュー

暇はない。

WFの振り返りは周期が数か月と長いため、カイゼンサイクルが
長いが、スクラムの場合、周期が２週間なのでカイゼンサイクル
を回しやすい

ふりかえりをしても、
あまり成果が出て
いない

暇はない。

アジャイルの嬉しさや、良いやり方であることが、チームとして共
有できているとは言えない　やることになったのでやってます　みた
いなところがある

社内有識者に話
を聞いている。

取り入れない。

少しずつはやっているが、ローテーションの方針が明確になってい
ない

勉強会や展示会
は行ける雰囲気。

課長の方針はある
が、暇はないので
誰も行動しない。

違いを感じない 暇はない。

現状のアジャイルチームの方はやっていると感じる 一部の人が実施。

現状のアジャイルチームの方はやっていると感じる この設問とCIは関
係ないのでは？

勉強会 暇はない。

現状のアジャイルチームの方はやっていると感じる 日次ミーティングと

違いを感じない ブレストしている。

現状のアジャイルチームの方がやっていると感じる

現状のアジャイルチームの方がやっていると感じる ドキュメント化 暇はない。

現状のアジャイルチームの方がやっていると感じる

現状のアジャイルチームの方がやっていると感じる 個々人は別の目
標。

現状のアジャイルチームの方がやっていると感じる 顧客ではなくシステ
ム担当者、ハード
担当者と絶えず相
談している

事前に販売会社・
企画部門と合意し
た要求仕様に基づ
く開発

要求は全て必要。

手動のみ。

KI活動 残業規制により、
課長以外は早く帰
宅している。
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付録4　将来，レジリエンス能力を改善をする方法が確立した場合の提案
　　  

現状、アンケートなど改善課題が多いが、将来、現場で使えるようになった場合の

レジリエンスの改善方法をここに記載する.

　方針：自チームの弱点を分析し改善する

＜すすめ方＞

STEP1：自チームのアンケート調査結果からレジリエンス毎にレーダーチャートを作成する

STEP2：レジリエンス能力の高いチームのデータと自チームのデータを比較する

STEP3:レーダーチャートから、弱点を分析し改善をすすめる. 

レジリエンス能力の高いチーム程、レーダーチャートの面積は広くなる.

今回は、例としてアンケートの平均点が低いAチームと高いBチームを選択して

以下の様に比較した.

図1 　基本能力の比較

図2 レジリエンスを支える要素の比較

図1より、学習」に対し Aチーム：2.5，Bチーム：7.0と大きな違い(4.5)があった.

図2より、技術スキルに対しAチーム：2.3，Bチーム：7.0と大きな違い(4.5)があった.

点数の低かったAチームでは，いずれも「暇がない」とコメント欄にあったが

アンケートの内容（付録２アンケート調査票No12,17を抜粋）は、それぞれ、

「開発途中で,今までの作業の振り返りを行い,良い結果をチーム内で共有し,他のメンバ

も実践している」,「将来の開発において必要になりうる技術スキルに関し,チーム

として習得に向けた活動(勉強会など)を作業として計画している」など

大きな違いがあった点数のアンケート内容を参考にすることで、レジリエンスの改善へ

つなげることができるのではないか.と考える. 
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付録5　アンケート高得点チームのプラクティス分析

プラクティス 効果

メンバの業務経験や知識を生かすことができる

ゲーム感覚で楽しく活発な意見が引き出せる

高負荷やストレスが高い状況が続く状況を放置しない

ゆとりと活気をもって効率的に仕事ができるチームをめざす

　　

　アンケートの合計点が高得点であった上位２チームチームが共通して実践している
アジャイル・プラクティスを調べたところ，「プランニングポーカー」，「リファク
タリング」，「持続可能なペース」であった．このプラクティスの効果を以下に記載
する.レジリエンスが低いチームが今後，どのようなアジャイル・プラクティスを選択
するとよいかを考える上でヒントになると考える．

プランニングポーカー

リファクタリング
わかりやすくつくり，再利用しやすくすることで、将来へのリス
クを軽減する活動になる

持続可能なペース
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